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はじめに

　腎移植の成績は近年飛躍的に向上した。これは腎保存法ならびに免疫抑制療

法の進歩によるところが大きい。

　移植腎は虚血再灌流障害、移植腎拒絶反応による腎障害に常にさらされてお

り・これらの障害を最小限にくい止めることは移植腎の長期生着には必要不可

欠の課題であった。

　移植にさいしてはドナー腎摘出、体外潅流冷却保存による虚血再灌流障害が

最初に起こる。さらにABO血液型不適合腎移植においては、ドナー腎の血管内

皮細胞表面に発現された血液型抗原に対する抗体がレシピエントの血液中に存

在するため・腎微小循環で抗原抗体反応が発症し、移植腎を喪失する危険性が

ある。

　すなわち腎微小循環における血管内皮細胞傷害の軽減と修復が大きな臨床的

課題の一つであった。冷却灌流保存液の進歩と抗体産生を効果的に抑制するた

めの脱感作療法の開発により、臨床成績は向上しているが、避けて通れない虚

血再灌流障害とABO不適合移植以外でもみられる抗肌A抗体をはじめとする

抗ドナー抗体を原因とした液性拒絶反応の克服は依然として移植医療における

最大の課題である。

　本研究では臨床モデルであるABO血液型不適合腎移植における問題点とわ

れわれの取り組み、近年の成果を念頭におき、GFPラット骨髄移植モデルを用

いて、急性腎炎、慢性腎炎、虚血再灌流障害モデルにおける腎微小循環の改善

の可能性を研究してきた。

　一連の研究では、様々な原因による腎微小循環系の血管内皮細胞障害にたい

して・骨髄移植が血管内皮細胞を修復し、腎小循環血行動態を改善し、長期的

にも腎糸球体硬化病変の発症進展を抑制する効果を確認することができた。

　骨髄移植によって骨髄由来の血管内皮細胞前駆細胞が微小腎微小循環系血管

内細胞障害を修復することを明らかにできた一連の研究成果が、臨床における

移植腎虚血再灌流障害の克服、ABO血液型不適合腎移植、抗HLA抗体関連の

抗体関連型液性拒絶反応の克服と移植腎長期生着に寄与する論理的な基盤にな

りうることが示されたと考えている。

　今後も研究を継続し、臨床成績の改善に結びつける努力を続ける所存である

が、本科学研究費交付の最終年度に当たり、これまでに得られた成果をここに

まとめて報告する次第である。皆様のご教示、ご批判を賜れば幸いである。
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